
東京文化財ウィ－ク２０２０・あきる野市参加企画事業

市民解説員が案内する市内探訪

「古の多西村を訪ねて」

～平井川筋を歩く～

令和２年１１月１１日

あきる野市 中央公民館

巡路案内地図



　写真左・上：福泉寺の絵像板碑

写真上・左：

小宮神社の梵鐘

　

　　写真左：瀬戸岡古墳群２９号墳出土の直刀

② 大澄山・展望台
ﾀﾞｲﾁｮｳｻﾞﾝ・ﾃﾝﾎﾞｳﾀﾞｲ

所在地：あきる野市草花
標 高：１９２メートル
沿 革：

＊「新編武蔵風土記稿」では

下草花村 小名折立の条に「この所に御林

あり」と記載され、幕府直轄の御林奉行の
管理する所であった。

＊明治維新後、官有財産から払い下げ共有林

となった。
＊御林山を大澄山と命名したのは、折立に住

んでいた田中菊次郎氏という。

＊国土地理院地図に大澄山と記入されている。

＊展望絶佳、清澄の気満つると田中氏は言う。

③ 草花神社
ｸｻﾊﾞﾅ ｼﾞﾝｼﾞｬ

所在地：あきる野市草花1787番地
祭 神：伊邪那岐命など６柱の神
創 建：不詳。
沿 革：明治2年まで十二天と称し、草花1476

番地の平地に鎮座していた。
焼失により同年９月に草花神社と改称、
更に、一村一社の達により折立・森山・
西ヶ谷戸・高瀬に鎮座の４社を合祀し、
現在地に祀った。
大正初期に各社分離となり、現在草花・
西ヶ谷戸の氏神として祀られている。

見 所：本殿の板彫り

右側面 張良と馬上の黄石公の図

左側面 潁川における巣父と許由の図

⑦ 華松山 陽向寺 （臨済宗 建長寺派）
ｶｼｮｳｻﾞﾝ ﾖｳｺｳｼﾞ

所在地：あきる野市草花２５４２番地
創 建：応永３年（1396）
開 基：小宮１８騎の一人高尾伊予守
開 山：玉仲建琇（けんしゅう）禅師
本 尊：木造釈迦牟尼如来で２童子侍立

沿 革：一説によれば、初めは原小宮にあったの
を現在地に移転したと云う

朱印地：寺領５石

境 外：草花２７６８番地

小宮久保・久保坂に地蔵堂を有す

応永年間（1394～1428）

開山禅師創立と云う
本尊は、石彫の地蔵菩薩で、

弘法大師、爪書きの作と云う。
尚、この地蔵堂は経年劣化のため、現在
解体撤去され、本尊は陽向寺に仮安置

⑧ 金谷山 福泉寺 （臨済宗 建長寺派）
ｷﾝｺｸｻﾝ ﾌｸｾﾝｼﾞ

所在地：あきる野市菅生629
開 創：不詳
開 山：澤翁潤禅師（寂年不詳）

菅生太郎伝説と深いかかわりのある寺で、

かなり古くからあった寺を、永禄４年

（1561）に広徳寺の住僧が、臨済宗に
改宗して中興したのではないかと想像

本 尊：釈迦牟尼如来坐像

沿 革：正徳年中（1711～15）に焼失

明和年間（1764～71）

１０世天産祥和尚が復旧

寺 物：素焼きの禅師（４世山白了和尚）坐像

寛文11年（1671）辛亥７月10日
の銘あり

絵像板碑：多摩郡の鎌倉期絵像板碑３基中最大
（市指定有形民俗文化財）

⑨ 都指定史跡・瀬戸岡古墳群

所在地：あきる野市瀬戸岡791番地他に５０基

の古墳が分布。特に、岸野修一氏所有

地区内に広く残されている。

築造時期：古墳時代の終末期
７世紀中頃～８世紀前半頃

都指定史跡の指定理由：

＊横穴式石室を構築する高塚古墳のみからなる

古墳群で、５０基の古墳が分布する密集状況は、
後期古墳群の中で最大級である。

＊都内における後期古墳群の調査の初期の事例で
ある。

＊火葬蔵骨器の共伴事例などの古墳研究史上、貴

重なものである。

＊岸野修一氏の所有地は、昭和６３年（1988）

歴史的遺産と一体となった自然の存する地域と

して「東京都歴史環境保全地域」に指定される

① 福寿山 慈勝寺 （臨済宗 建長寺派）
ﾌｸｼﾞｭｻﾝ ｼﾞｼｮｳｼﾞ

所在地：あきる野市草花１８１１番地
創 建：文治４年（1188）

畠山重忠が伯母圓壽院の為に創建
開 基：圓壽院殿善通理體大禅定尼
中 興：永正２年（1505）

光厳寺１３世貴山得和尚が再興
光厳寺末となる

本 尊：聖観世音菩薩
沿 革：天正１８年（1590）八王子城落城の際、

兵火に遭い伽藍を焼失、古記録を失う

建 物：改築前の堂宇は貞享４年（1687）

の建立と推定

朱印地：寺領１３石

見 所：東京都指定天然記念物 モッコク

⑩ 瀬戸岡古墳群７号墳

所在：あきる野市瀬戸岡397番地先
特徴：石室が露出保存され、石組を見られる。
瀬戸岡古墳群の発掘の経緯：
＊大正15年1月5日、瀬戸岡青年団の手によって、

初めて、瀬戸岡古墳の発掘が試みられた。斎藤
宗志郎著「多西村かすみの古墳を繞る史蹟」に
記述されている。

＊昭和２年２月に鳥居龍蔵氏、同年５月に後藤守

一氏の指導によって発掘調査が行われた。
＊昭和２５年に後藤守一氏・大塚初重氏等により

発掘調査が行われた。積石塚という点から朝鮮

からの渡来人の墳墓ではないかと推定された。

＊平成９～11年にかけて、都道の新設工事に伴

い、30号墳の発掘調査が行われ、墓道が発見

されたことにより、竪穴式ではなく、横穴式石
室であることが明らかになる。

④ 草花山 花蔵院 （真言宗 豊山派）
ｿｳｶｻﾝ ｹｿﾞｳｲﾝ

所在地：あきる野市草花１７４０番地
創 建：弘長３年（1263）か４年（1264）
開 基：利栄上人
開 山：権大僧都法印清満上人（中興の人か）
本 尊：木造不動明王坐像で２童子侍立
沿 革：天正年間（1573～92）

北条氏照祈願所

元禄年間（1688～1704）
火災に遭い伽藍焼失、古記録を失う

建 物：山門 正徳３年（1713）建立

（平成9年の解体修理で判明）

二重垂木切妻造扉付（市指定文化財）

朱印地：寺領５石

⑤ 鎮守山明王院 大行寺 （真言宗 豊山派）
ﾁﾝｼﾞｭｻﾝ ﾐｮｳｵｳｲﾝ ﾀﾞｲｷﾞｮｳｼﾞ

所在地：あきる野市草花３０３６番地
創 建：建永２年（1207）
開 基：平山右衛門尉季重の祈願所
中 興：寛正年間（1460～1466）

小宮上野介憲明の祈願所
開 山：隆豊上人
本 尊：木造不動明王坐像
沿 革：大永年間（1521～1528）と

寛文年間（1661～1673）の

両度の火災により、古記録類を焼失
朱印地：寺領１３石 別当分７石 計２０石

坐 像：空海と覚鑁の坐像、１０体の真言列祖像

什 物：経切りからなる掛軸２軸

「弘法大師真筆」と「光明皇后真跡」

⑥ 小宮神社
ｺﾐﾔ ｼﾞﾝﾝｼﾞｬ

所在地：あきる野市草花２９８１番地
祭 神：伊邪那岐大神（いざなぎのおおみかみ）
創 建：不詳。

一説によると承元元年（1204）に
平山季重が社殿を建立したと伝える。

沿 革：鎌倉時代の始め、小宮氏の氏神

室町時代、小宮上野介憲明の祈願所
寛正４年（1463）小宮上野介憲明、

梵鐘一口を奉納

その後、小宮氏に代わった大石氏、

さらに後北条氏が保護
朱印地：社領７石

梵 鐘：国の重要美術工芸品

「大檀越上野介憲明と願主別當秀全」の銘

1207
-----


